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 ○土壌汚染対策の概要 
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○土壌汚染対策工事の流れ 
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汚 染 土 壌 ・ 汚 染 地 下 水 の 対 策 状 況 
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汚染土壌対策箇所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

：今回の汚染土壌対策報告箇所

：前回までの汚染土壌対策報告箇所

※A.P.+2.0m以深の対策を行った箇所のみ

凡例

5街区 6街区 7街区

汚染土壌対策箇所 ２８５ ２５２ ２３４

今回の汚染土壌対策報告箇所 － ３４ －

前回までの汚染土壌対策報告箇所 ２８５ ２１８ ２３４

６街区 

５街区 

７街区 
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汚染地下水対策箇所 
 
 
 
 
 
 
 ６街区 

７街区 

５街区 

5街区 6街区 7街区

汚染地下水対策箇所 ４６１ ４３１ ４０６

今回の汚染地下水対策報告箇所 － ８３ －

前回までの汚染地下水対策報告箇所 ４６１ ３４８ ４０６

：今回の汚染地下水対策報告箇所

：前回までの汚染地下水対策報告箇所

凡例
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汚染土壌対策における土量 

 

○ 「盛土部」、「ガス工場操業時地盤部」、「A.P.+２．０ｍ以深」における土量 
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仮 設 土 壌 処 理 プ ラ ン ト 処 理 結 果 
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○仮設土壌処理プラント処理結果

計

平成24年6月 3 1 （0） 5 9 第1回協議会報告分

平成24年7月～12月 61 466 （5） 488 1015 第2回協議会報告分

平成25年1月～4月 125 360 （6） 349 834 第3回協議会報告分

平成25年5月～8月 - 422 （3） 348 770 第4回協議会報告分

平成25年9月～平成26年1月 - 385 （6） - 385 第5回協議会報告分

平成26年2月 - 16  (0) - 16 今回報告分

累計 189 1650（20） 1190 3029
※ 洗浄処理プラント処理済み土については、100 ごとに４物質、もしくは７物質を確認
   （　）内の数字は当月検体数のうち７物質について浄化を確認した検体数

掘削微生物処理 中温加熱処理

　月別処理済み土検体数

年月度 備考
処理済み土検体数

洗浄処理※
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汚染土壌等の処理土量 

 

○ 掘削した汚染土壌は、仮設土壌処理プラントで処理をするが、仮設土壌処理プラントでの処理に適さない一部の汚染土壌(細粒分を多く含む土壌など)は外

部許可施設に搬出した。処理土量について以下の表に示す。 
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汚 染 地 下 水 対 策 結 果 
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○汚染地下水対策結果

月別対策完了箇所数 （単位：区画）

浄化※1 掘削※2 計 浄化 掘削 計 浄化 掘削 計

平 成 24 年 6 月～ 12月 14 12 26 - - - 117 71 188 第2回協議会報告分

平 成 25 年 1 月 ～ 4 月 66 42 108 - - - 90 22 112 第3回協議会報告分

平 成 25 年 5 月 ～ 8 月 131 62 193 6 9 15 48 9 57 第4回協議会報告分

平成25年9月～平成26年2月 105 29 134 259 74 333 35 14 49 第5回協議会報告分

平 成 26 年 3 月 - - - - - -

平 成 26 年 4 月 - - - 3 - -
平 成 26 年 5 月 - - - 3 - -
平 成 26 年 6 月 - - 3 - - -
平 成 26 年 7 月 - - 18 - - -
平 成 26 年 8 月 - - 16 1 - -
平 成 26 年 9 月 - - 15 1 - -
平 成 26 年 10 月 - - 23 - - -

316 145 340 91 290 116

※1：汚染地下水を清浄な水に入れ替える対策
※2：汚染土壌の掘削に合わせて、汚染地下水を汲み上げる対策

- 83 - 今回報告分

対策完了箇所の合計
（10月31日時点） 461 431 406

年月度

5街区
（全461区画）

7街区
（全406区画） 備考

6街区
（全431区画）
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○汚染地下水対策工法（真空ドレーン工法）
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○汚染地下水対策工法（ウェルポイント工法）
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公 共 下 水 道 へ の 排 水 測 定 結 果 
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○公共下水道への排水の測定結果

雨水

沈砂槽⇒下水道（雨水管）へ排水

測定の頻度 測定結果

１回／月 ４項目
外観、水素イオン濃度、浮遊物質量、ノルマルヘキサ
ン抽出物質含有量（鉱油類含有量）

１回のみ ７項目
ベンゼン、シアン化合物、ヒ素、鉛、水銀、六価クロ
ム、カドミウム

操業地盤以深掘削
～埋戻し

１回／月 ４＋７項目
外観、水素イオン濃度、浮遊物質量、ノルマルヘキサ
ン抽出物質含有量（鉱油類含有量）、ベンゼン、シア
ン化合物、ヒ素、鉛、水銀、六価クロム、カドミウム

盛土掘削時

測定項目

雨水については、ポンプ等で各街区内に設置した沈砂槽に送水し、土砂等を除去して下水道（雨水管）に放流している。

平成26年10月末まで、すべ
て基準適合

沈砂槽
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地下水処理プラントからの排水（汚水）

地下水処理プラント⇒下水道（汚水管）へ排水

測定の頻度

①下水道使用前 １回 41項目 下水排除基準

１回／月 42項目※１ 下水排除基準

毎日 水素イオン濃度 下水排除基準の42項目に含まれる

１回／年 ダイオキシン 下水排除基準（42項目以外）

※１　下水排除基準の変更により、平成24年10月から1,4-ジオキサンを追加し、42項目を測定。

汚染地下水対策で汲み上げた汚染地下水や掘削過程で発生する地下水等については、ポンプで各街区に設置した
地下水処理プラントへ送水し、下水排除基準以下に処理したうえで下水道（汚水管）へ放流している。

１回／週 8項目
ベンゼン、シアン化合物、ヒ素、鉛、水銀、六価クロ
ム、カドミウム、水素イオン濃度（下水排除基準の42
項目に含まれる）

測定項目 測定結果

平成26年10月末まで、すべて基準適合

③下水道使用後
２ヶ月目以降

②下水道使用後
１ヶ月

地下水処理プラント（6街区・1号機）

②油水分離槽 ③曝気槽①原水槽 ④反応槽
⑤凝集沈殿槽

⑥脱水装置

②油水分離槽 ③曝気槽

①原水槽
④反応槽

⑤凝集沈殿槽

⑥脱水装置
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そ    の    他 

① 液状化対策 

② 砕石層設置 

③ 埋め戻し・盛土 

④ 対策後の確認調査 
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液状化対策(5 街区) 

 

○ 新市場用地については、地震時に液状化する可能性が高い砂質土層が存在していることから、東日本大震災や阪神淡路大震災などで実績のある液状化

対策を実施した。 
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液状化対策(6 街区) 
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砕石層設置(5 街区) 

 

○ 毛細管現象により、地下水が地表近くの土壌に上昇することを防ぐため、砕石層を設けた。 
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砕石層設置(6 街区) 
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埋め戻し・盛土の安全性確認の基準 

 

○ 埋戻し土や盛土の安全性確認については、下記の基準に基づいて実施した。 
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埋め戻し・盛土の土量(5 街区) 
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埋め戻し・盛土の土量(6 街区) 
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盛土(5 街区) 

 

○ 所定の盛土高さまで盛土する。 
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盛土(6 街区) 
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対策後の確認調査 

 

○ 生鮮食料品等を扱う市場用地の安全・安心の観点から、大気、地下水、土壌の調査を行い、対策の効果を確認した。 

○ その結果、すべて基準値内であった。 

 

調査項目 確認物質 調査地点の考え方 

箇所数※2 

5 街区 6 街区 7 街区

①大気 揮発性物質であるベンゼン、シアン化合物、水銀 
・既存調査結果で、土壌及び地下水のベンゼン、シアン化合物、

水銀の濃度が高かった地点等 

 

(38) 

6 

(49) 

 

(25) 

②地下水 
ベンゼン、シアン化合物及び選定した地点で 

基準超過を確認した物質 

揚水復水による汚染地下水対策が完了した地点のうち、 

・既存調査結果で、ベンゼン、シアン化合物、重金属等※1 の濃度

が高かった地点等 

 

(20) 

7 

(31) 

 

(21) 

③土壌 
ベンゼン、シアン化合物及び選定した地点で 

基準超過を確認した物質 

A.P.+2.0m 以深の汚染土壌対策が完了した地点のうち、 

・既存調査結果で、ベンゼン、シアン化合物、重金属等※1 の濃度

が高かった地点等 

 

(25) 

8 

(35) 

 

(20) 

※1 重金属等：ヒ素、鉛、水銀、六価クロム、カドミウム 
※2 （）内の数字は累計箇所数 
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地下水の水質分析結果 

 

○ 地下水採取可能な箇所で採水し、分析した結果を示す。 
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